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A. 研究目的 

非血縁者間末梢血幹細胞移植ドナーの安全性に
関する情報管理を整備し，より安全かつ効率的な
システムを構築する。さらに血縁ドナーと非血縁
ドナーの安全性に関する情報管理の一元化を行い，
移植施設への feedback システムを確立する。 

 
B. 研究方法 

1. 日本骨髄バンク(JMDP)においてこれまで行
われてきたドナーコーディネート方法及びドナー
安全性に関する情報を総括し，収集する情報を再
検討する。 

2. これまで紙文書を用いて FAX にて連絡・情報
管理を行ってきたが，新たにオンラインによるド
ナーコーディネートシステムを構築し，より安全
かつ効率的なコーディネートシステム及び安全管
理体制を構築する。 

3．これまで独立して行なわれてきた血縁ドナー
と非血縁ドナーの安全情報の管理の一元化につい
て，JMDP ドナー安全委員会，日本造血細胞移植
学会ドナー委員会，造血細胞移植データセンター，
日本赤十字社の 4 者が協力して情報管理の一元化
システムを構築する。具体的には JMDP が現在構
築しているドナーコーディネートシステム及び安
全管理システムと学会・データセンターのデータ
管理を一体化して日本赤十字社の協力のもとに運
用を目指す。 
（倫理面への配慮） 

本研究は効率的かつ安全なドナーコーディネー
トシステムの確立を目指すものであり，特定の被
験者を対象としないため倫理面の問題はない。 
 
C. 研究結果 

1. 非血縁者間ドナーコーディネート及び採取の
現状 

2019 年 11 月末現在，日本骨髄バンク非血縁者
間末梢血幹細胞採取認定施設は 116 施設となり，
未設置県は 4 県のみとなった。非血縁者間末梢血
幹細胞移植術は 606 件施行されている。2017 年は
165 件，2018 年は 205 件，2019 年は 11 月まで既
に 222 件の移植が行われており，年々増加傾向に
ある。平均のコーディネート期間は，2014 年 113.5
日，2018 年 98 日であり，短縮傾向にあり，よう
やく 100 日を切ったが，依然として諸外国と比較
して長い。2017 年においては 2 件の重篤な有害事
象が発生し，緊急安全情報が発出された。うち１
例ではG-CSF投与後アナフィラキシーショックを
生じた症例であった。肘静脈血管確保が困難等の
理由により大腿静脈アクセスはこれまで 18例で施 

 
行されたが，重篤な有害事象は生じていない。 

2. JMDP におけるドナーコーディネートシステ
ムの再検討とオンラインシステムの構築 

JMDP ドナー安全委員会において，収集してい
るドナー情報項目について見直しを行った結果，
幾つかの項目については今後収集する必要はない
と判断した。それらを元にオンラインコーディネ
ートシステムのプログラムの構築を進めた。JMDP
のコーディネーターはタブレット型端末を用いて
情報を入力する。患者担当医師はインターネット
にアクセスしてドナー候補者の選択を行い，また
コーディネート状況を確認できる。本システムは
2020 年度より開始され，これにより大幅な業務量
の減少と効率化，コーディネート期間の短縮が期
待出来る。 
 
D. 考察 
我が国において非血縁者間末梢血幹細胞移植

件数は増加しているものの，欧米と比較して依
然全体に占める割合は低く，コーディネート期
間も長い。しかし JMDP において安全管理体制
が整備され，情報管理も行われてきた。今後は
オンラインシステムの稼働により一層の効率的
な運用が可能となる。さらに本システムを血縁
ドナーにも適用して用いることにより血縁ドナ
ーに対しても安全管理体制を構築できるものと
考えられる。 
 
評価 
1）達成度について 
研究期間内に，1. JMDP におけるドナーコーデ

ィネート方法及びドナー安全性に関する情報の総
括・再検討は達成した。さらに，2. 新たなオンラ
インによるドナーコーディネートシステムを構築
できた。しかし，3. これまで独立して行なわれて
きた血縁ドナーと非血縁ドナーの安全情報の管理
の一元化については，現在 4 団体の一元化情 
報管理システムを構築中であり，研究機関内に未
達成であり，今後の運用を目指す。 
2）研究成果の学術的・国際的・社会的意義につい
て 
我が国における非血縁者間同種造血幹細胞移植

は国際的に比較して件数も多く，移植成績も良い
が，献身的な善意のボランティアであるドナーの
安全性を高め，よりコーディネート期間を短縮す
ることが社会的にも求められる。本研究成果はコ
ーディネート期間短縮に寄与し，また，非血縁ド
ナーと血縁ドナーを統合した安全情報管理システ
ムは国際的にも画期的なものである。  
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3) 今後の展望について 
非血縁ドナーと血縁ドナーの情報を統合し管理

するため，関係 4 団体の一元化ドナー安全管理シ
ステムの構築を引き続き継続する。 
4）研究内容の効率性について 

本研究成果はコーディネート業務の効率化によ
るコーディネート期間短縮に寄与し，また，非血
縁ドナーと血縁ドナーの情報を統合することによ
り効率的に安全管理を行うことが出来る。 
 
E. 結論 

JMDP におけるオンラインドナーコーディネー
トシステムを構築することが出来，業務量の減少
と効率化によりコーディネート期間の短縮とより
厳密な安全情報管理を目指している。さらに血縁
ドナーに対しても同一基盤での運用を行い，安全
管理体制の構築を目指す。 
 
F. 研究発表 
1）国内 
口頭発表                     0 件 

原著論文による発表            0 件 
それ以外（レビュー等）の発表  0 件 
そのうち主なもの 
 論文発表 
 学会発表 
 
2）海外 
口頭発表                     0 件 
原著論文による発表            0 件 
それ以外（レビュー等）の発表  0 件 
そのうち主なもの 
 論文発表 
 学会発表 
 
G. 知的所有権の出願・取得状況（予定を含む） 
1 特許取得 
特になし 

2 実用新案登録 
特になし 

3 その他 
特になし 

 
 


